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2007年8月1日
リアルコム株式会社 取締役 吉田健一

エンタープライズ2.0で変わる企業情報システム
エンタープライズ2.0入門

エンタープライズ2.0研究部会第1回セミナー



Copyright © 2007 REALCOM INC. All rights reserved. 2

I. リアルコムのご紹介
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リアルコム概要

リアルコムはナレッジマネジメント・情報共有専業のソリューションカンパニーです

会社名 : リアルコム株式会社
所在地 : 〒111-0052 東京都台東区柳橋1-4-4 ツイントラスビル6F
代表者 : 谷本 肇（代表取締役社長 CEO）
設立 : 2000年4月17日
資本金 : 510,912,500円
社員数 : 70名

事業内容: 「REALCOM® KnowledgeMarket®」の開発、導入サービス
コンサルティングの提供

連結子会社：REALCOM TECHNOLOGY, INC.（米国カリフォルニア州）
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リアルコムの歩み

2000/04 創業
2000年

2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2000/05 Kスクエアオープン

2000/10 KnowledgeMarket
1号顧客導入

2001/06 採用企業10社突破

2002/04
KnowledgeMarket 2リリース

2004/08 採用企業50社突破
2004/10 EnterpriseSuite V3.0リリース

2004/04 HAKONE for Notesリリース
2004/08 Notes Watcherリリース

2005/03 Know-Whoアドレスブック リリース

2005/09
Red Herring Asia100選出

2006/01 PeerLinks提供開始

2005/08 採用企業100社突破

2003/09 KM成功の9プラクティス 公表

2003/06
ポータルソリューション提供開始、東京三菱銀行への導入

2006/02 米国子会社
REALCOM Technology
設立

Webコミュニティで創業、エンタープライズナレッジマネジメントで事業を確立しました
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ビジョン：21世紀の組織

リアルコムは人と人とが組織の壁を越えて有機的につながった、21世紀の
ワークスタイル・ライフスタイルを実現していきます

21世紀の組織
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ソリューションコンセプト

21世紀型の
自己変革組織への
革新を戦略・システ
ム・オペレーションの
全分野でサポートする
ソリューション

コンサルティング

21世紀型の
自己変革型組織を
実現するための
エンタープライズ
ソフトウェア

ソフトウェア

人と人、人と情報
をつなぐ

ソリューションコンセプト：「人中心」

「人中心」のソフトウェアとコンサルティングで、人と人、人と情報をつなぎます
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リアルコムソリューション 導入企業

7
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導入企業数推移（累計）導入企業数推移（累計） 導入企業： 170社 50万ユーザー導入企業： 170社 50万ユーザー

製薬製薬

商業・流通商業・流通

製造製造

金融金融
業種別内訳

（2007年5月末現在）

建設・エンジニアリング建設・エンジニアリング

情報通信情報通信

日鉄日立システム
エンジニアリング株式会社

エネルギーエネルギー

石油資源開発株式会社

業界ではNo.1の企業としてご認識いただいています
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II. エンタープライズ2.0とは何か
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ストーリー

事の発端はエンドユーザーから始まった---オフィスはなんて仕事がしにくいのか！

プライベート ビジネス
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ストーリー

Google Appsの衝撃
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そもそも、ウェブ２．０とは何か

集合知

参加のアーキテクチャ

ロングテール

マッシュアップ

プラットフォーム
としてのウェブ

コアデータの重要性

パッケージから
サービスへ

永遠のベータ

リッチユーザー
エクスペリエンス

コンテンツ

システムアーキテクチャシステム提供方法

ウェブ2.0とは2005年にティム・オライリーが名づけたここ数年のウェブの世界のトレン
ドのことを指す



Copyright © 2007 REALCOM INC. All rights reserved. 12

ウェブとエンタープライズの違い

ウェブ エンタープライズ

ユーザー 数億人の１％、ロングテー
ル

数百人～数万人の80%の
マジョリティ

利用動機 楽しい、便利、面白い 業務課題の解決

サービスレベル 無料サービス、永遠のβ、
ベストエフォート

品質保証、SLA（サービスレ
ベルアグリーメント）

ビジネスモデル 広告業界、広告予算、マー
ケティング部門

IT業界、IT予算、情報システ
ム部門

ウェブとエンタープライズは根本が異なる
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エンタープライズ2.0ウェブ2.0

エンタープライズ2.0
ウェブ2.0の技術やコンセプトに影響を受けて進化していく次世代企業情報システム

技術

コンセプト

エンタープライズ2.0とは
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エンタープライズ2.0の本質①：ITコンシュマライゼーション

14

消費者向け軍需・産業向け

コンピューター

ネットワーク

Blog

iPod

検索

WebIT
コンシュマライゼーション

これまでの技術の流れ

ITコンシュマライゼーションにより、ITは「作る」から「使う」へとシフトした
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ITコンシュマライゼーションによりITベンダーからエンドユーザーへのパワーシフトが起
きた

エンタープライズ2.0の本質②：エンドユーザーへのパワーシフト

エンドユーザー 情報システム部門 ITベンダー

こんな製品が
あります

使いませんか？

こんなシステムを
作りました。
使いなさい。

なんだこれ…
使いにくいなぁ…

こ
れ
ま
で

はい…仕方ないなぁ、
全社で導入するか

家で使っている
これ使いやすいんで
勝手に使ってます

こ
れ
か
ら
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エンタープライズ2.0による具体的ソリューションとして「集合知」と「マッシュアップ」の２
つの着眼点が考えられる

エンタープライズ2.0：2つの着眼点

RSS

サーチ

マッシュアップ
ポータル

Wiki

Blog

SNS

メタデータ

アクティビティ
ログ

①集合知 ②マッシュアップ

エンタープライズ2.0
の具体的
ソリューション
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III. 具体的ソリューション①：集合知
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集合知とは何か

Blog、SNS、Wiki等のユーザーの自主的な情報発信が集合すると、
全体としてすばらしい知識の宝庫となる

Wiki（Wikipedia） Blog

ZDNetブログ：Enterprise2.0への道しるべ
http://blog.japan.zdnet.com/yoshida/
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Enterpriseにおける集合知のポイント

Enterpriseにおいても集合知は大きな可能性を占めているが、
成功にはEnterpriseならではのポイントが必要となる

①柔軟な場の設定

②自然とナレッジが溜まる

社内に自律的なBlog、SNS、Wikiを立ち上
げてもうまく行かないことが多い

–最初は盛り上がるが直ぐに廃れてしまう
–投稿する人が一部に限られてしまう

社員の意識やワークスタイルが変わらない

–自発的に情報を出すことをリスクに感じる
–仕事に直接関係しないことはやらない

会社組織はまだ「ネットワーク」になりきってい
ない

Enterprise2.0の着眼点

③業務と組み合わせる
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物理探査コミュニティ

技術本部
営業本部

支店・支社

マネジメント

・ 現場の疑問・回答

・ 気づき情報

・ 本部への問い合わせ

・ ビジョンの提示

・ アドバイス、支援

東北支社

各支店

…

・ 優れた業務プロセス事例

・ 「ノウハウ」の体系化

・ 技術情報・知識の発信
技術開発センター

コアラボ
…

札幌支社

全社コミュニティ

東北札幌コミュニティ
土壌汚染コミュニティ

KMセンター
・ 運用企画・教育啓蒙活動・

活性化

・ コンテンツ管理

・ ベストプラクティス抽出・

体系化・情報発信

設計コミュニティ 生態環境コミュニティ

電子納品コミュニティ 原価管理コミュニティ

大手建設コンサルでは、技術分野毎にコミュニティを構築し、技術者のスキルアップ・
レベルアップと顧客サービスレベルの向上を図ることを目指した

事例：大手建設コンサル
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「コミュニティ」は通常の組織とは異なる、「第三の組織」であった

第一の組織：
ビジネスユニット

第二の組織：
タスクフォース／CFT

第三の組織：
Community of Practice
第三の組織：

Community of Practice

イメージイメージ

目的

・ 組織の狭間からこぼれ落ちてし
まう課題の解決
・ 特定のプロジェクトの遂行
・ 横の相互作用を通じて第一の
組織のタスク間のコーディネー
ション

・ 知識を共有・流通させるため
の専門家集団
・専門能力の高度化・人材育成
と、第一・第二の組織のタス
ク遂行の支援

・製品やサービスの提供

具体例

• カンパニー、事業部、部、課 • タスクフォース、常任委員会、
Cross Functional Team
（CFT）、プロジェクト、
業務改革チーム

• Community Of Practice、
エキスパートネットワーク、
Practice Group、リーダー育
成ネットワーク、勉強会

動機づけ
・職務要件
・業務目標

・プロジェクトの目標
・マイルストーン

・テーマ・スキルに対する
コミットメント

期間期間
・恒久的（再編まで） ・期間限定（プロジェクト終了

まで）
・有機的進化（不要になれば終
わる）

事例：大手建設コンサル
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各カテゴリ毎に、公式に「エキスパート」を任命し、コミュニティにおける
知識の流通・体系化をリードしている

対象領域

計画業務・資産管理

電力・農林・港湾・空港

河岸・河川・砂防・ダム

…

基礎技術

地下水・温泉調査

環境調査

地形・地質

…

ISO

品質システム

環境システム

…

…

大カテゴリ 小カテゴリ
ジュニア
エキスパート

エキスパート制度のイメージ

カテゴリ
担当者

エキスパート

ＫＭセンター
が任命

エキスパート制度エキスパート制度

・ エキスパートは「全社コミュニティ」の大カテゴリを
担当し、知識の流通のリードと品質保証を行う

・ 業務として担当カテゴリ分野に関し下記活動を行う
‐ 「公式見解」型Q&Aに対する回答または取次ぎ
‐ 「公式情報」のライブラリコンテンツの品質保証・
更新・廃棄
‐新しい知識・情報の深掘りと情報発信
‐専門的なサブコミュニティの運営・参画（任意）

・ エキスパートのうち、「カテゴリ担当者」に任命された
ものは、上記活動に加えて下記活動を行う
‐ 「公式見解」型Q&Aに対して回答が行われたか
どうかの最終責任
‐ 「公式情報」のライブラリコンテンツの更新・廃棄
が行われているかの最終責任

・ エキスパートの任期は1年とし、エキスパートの活動
はフォーマルな業務活動として認定される

・ 人事評価上「エキスパート」を経験したということが
評価され、キャリアパス上有利になるよう検討

事例：大手建設コンサル
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• カテゴリ分野毎に
スコアの高いエキス
パートをあぶりだす
ことができる

• Q&Aや投稿された
コンテンツに対する
フィードバックの
数値を加算し、
専門性を把握

物理探査
コミュニティ

「空中物理探査の地すべり調査
への適用例をご存知ない

でしょうか？」

北松型地すべり
地域への適用例を
知っています。
資料は確か…

私が仙台支社にい
たときに実際にや
ったのですが… 技術本部の

見解では…

★★★

知識・ノウハウの
対価としてフィード
バックを返す

★★★

★★★

コミュニティ上での知識・ノウハウのやり取りはスコアに換算して専門分野毎に蓄積され、
Know-Whoにおけるエキスパートのスコアリングとして活用される

事例：大手建設コンサル



Copyright © 2007 REALCOM INC. All rights reserved. 24

ステップ1： 多角的な視点で専門家を探す

物理探査に詳しいスタ
ッフをプロジェクトに
参加させたい

大阪府と取引の
あった人と話がしたい

トンネル基本設計に
詳しい人に

アドバイスが欲しい

ステップ3： 実際のアクションにつなげる

スタッフを
プロジェクトに
参画させる

プロジェクトに
アドバイザーとして

招聘する

質問する・意見
交換する

エキスパートが
これまで出した
ナレッジを閲覧する

Know-Whoページ

Know-Who DB

ステップ2： Know-Whoデータベース
より各専門家の過去の活動を一覧する

• プロジェクト・業務履歴
• プロジェクト中のコメント、発言
その他、コミュニケーションに
おける発言でも検索可能

• プロジェクト・Q&Aにお
けるコミュニケーション
からKnow-Who DBを
自動構築

蓄積された業務情報をベースに「誰が何に詳しいか（Know-Who）」のDBを構築すること
で、人と人とを結びつける、組織の壁を越えた人材とスキルの流動化を実現された

事例：大手建設コンサル
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組織プロフィール
（グループ会社）

個人プロフィール
（出向者）

組織プロフィール
（社内部門）

個人プロフィール

Know-Who電話帳
コラボレーションゲートウェイ

個人検索

組織検索

• 組織、個人をキーワードや取り
扱い商品などで検索することで、
人と人、人と組織のコラボレー
ションを触発

• 各組織、各個人毎に
プロフィールページ
を持ち、組織・個人
の概要をグループに
伝える

Know-Who電話帳の位置づけ
「コラボレーションゲートウェイ」

• 単体だけでなく、グ
ループや出向者のプ
ロフィールも掲載す
る

Know-Who電話帳はグループにおける、人と人、人と組織のコラボレーションを触発する
ゲートウェイの役割を担った

事例：大手メガバンク
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キーワードから探すキーワードから探す

組織図から探す組織図から探す

組織プロフィール組織プロフィール

個人プロフィール個人プロフィール

私のホームページ

個人ホームページ個人ホームページ
（（BlogBlog））

部門ホームページ

組織ホームページ組織ホームページ
（組織（組織BlogBlog））

①探す①探す ②知る②知る ③コミュニケートする③コミュニケートする

組織階層からドリルダウン
して目的の組織・人を探す

キーワード検索より目的の
組織・人を探す

組織の業務内容・担当者
を知る

個人の業務内容・履歴
を知る

メールメール チャットチャット

電話帳を軸に人と人、人と組織のコラボレーションを触発を実現した

組織毎に発信したいコンテン
ツをホームページとして公開

任意で個人のBlogとしてホーム
ページを立ち上げることも可能

フィードバックフィードバック

メール・チャット等のコミ
ュニケーションやフィード
バックによる感謝も可能

事例：大手メガバンク
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エンタープライズ2.0基盤導入のシナリオ

2.0
（参加型の情報共有）

1.0
（旧来型の情報共有）

部門導入
トライアル導入

（クイック・安価・簡単）

エンタープライズ
全社情報基盤

（ガバナンス・セキュリティ・
スケーラビリティ）

シナリオ：②
トライアルを全社展開したい

シナリオ：①
全社情報基盤更新検討時に

2.0にも対応したい

エンタープライズ
2.0基盤

Web2.0ツールによる
部門導入パイロット

ブログ、SNSなどの
Web2.0ツールをそのま
ま活用したり、部門導入・
トライアルが進んでいる

従来型の
エンタープライズ
情報基盤

2.0の要件を満たした
エンタープライズ情報
基盤

従来型の
部門情報基盤

ウェブ2.0ツールの部門導入パイロットの本格展開や、エンタープライズ情報基盤刷新においてエ
ンタープライズ2.0基盤が注目されている

Microsoft Sharepoint
IBM Lotus Connections
BEA Pages/Ensemble/Pathway
REALCOM KnowledeMarket

これまでの部門導入の
ナレッジマネジメント
ツール等

これまでのグループ
ウェアやコラボレーショ
ンスイート
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具体例：REALCOM KnowledgeMarket

KnowledgeMarketは企業内外の情報を人を中心に整理し、人と人とをつなぎ集合知を
実現する企業向けEnterprise2.0スイートです

マッシュアップポータル
スケジューラー、Notes等の社内システムをマッシュアップ
多数のガジェットを用意、自由なレイアウト可能

統制と自由のバランス

①マッシュアップ
ポータル

○○本部コミュニティ（第一の組織）

○○プロジェクトコミュニティ（第二の組織）

○○技術コミュニティ（第三の組織） ②柔軟な場の設定

ライブラリ
（文書管理）

Q&A プロジェクト
（共同作業）

ブログ

その他システム

③４つの
コミュニケーション
パターン

④自動的なKnowWho
の構築全ての情報を人に紐付けで

自動的にKnow-Whoを構築
28

ワークフロー

スケジューラー

会議室予約

メール

Know-Who

Notes
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ユーザーは公式・非公式の情報への入り口「ポータル」「マイページ」を通じて、
社内の人・情報に効率的にアクセスします

①マッシュアップポータル

ポータル：公式の窓口 マイページ：非公式の窓口タブで「場」を
簡単に切り替え

ウィジェットは
ドラッグ＆ドロップで
好みの場所に配置

NotesやGoogle 
Appsからの

マッシュアップも可能

公式の新着情報
やリンク集を表示

他人の日記の
新着やマイネット
ワークを表示
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②柔軟な場の設定

○○プロジェクト○○プロジェクト

○○プロジェクト○○プロジェクト

全社情報共有

部門情報共有

XMLコミュニティ

新規事業立ち上げコミュニティ

ポータル

マイページ

第一の組織

第二の組織

第三の組織

Know-Who/SNS

硬い情報共有、
やわらかい情報
共有をそれぞれ
1ページずつに
分けてポータル、
マイページに表示

第一、第二、第三の
組織の場を柔軟に構築

全ての情報を人を中心
に取りまとめ、
Know-Who/SNSを構築

KnowledgeMarketは企業内に第一、第二、第三の組織に応じた場を柔軟に構築する
ことが可能です
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一方向 双方向

1回限り

継続
長期的

③４つのコミュニケーションパターン

KnowledgeMarketでは、1回限り×一方向のブログに加えて、ライブラリ・Q&A・ディス
カッションの長期的・双方向のコミュニケーションパターンにも対応します

コミュニケーションのパターン

Q&Aパターン

ディスカッション
パターン

？

！

ブログパターン

KnowledgeMarketの範囲

ブログツールの範囲

ライブラリ
パターン

個人、組織単位でブログを
投稿し公開

アクセス権設定が可能

ブログ

ライブラリ

大量のコンテンツを
整理・整頓し、容易に
アクセス可能

ライフサイクル管理可能

Q&A

プロジェクト

チームごとに掲示板と
ファイルボックスを持つ
サイトを構築

メーリングリスト感覚で
情報共有

質問・回答によるナレッ
ジコミュニティの構築

メール自動ルーティング、
FAQの構築が可能
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全てのコンテンツが人に集約されてKnow-Whoを構築し、真の人と人とのネット
ワークを実現します

④自動的なKnow-Whoの構築

Q&A ライブラリプロジェクト

• すべてのアクティビティがKnowWhoとつながっている
• 各モジュールで投稿、閲覧、フィードバックなどの処理を
行うとKnowWhoの動的プロフィールが自動更新

ブログ

Know-Who

• ユーザー一人一人がホームページを持ち、KnowledgeMarket
の活動履歴を自動的に表示します

• 他のユーザーをブックマークすることができます。ブックマークした
ユーザーが投稿を行った際に、メールを受け取ることができます
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④自動的なKnow-Whoの構築

他の社員を公式、非公式に探し出し、コミュニケーションをとることを可能にします

33

組織階層からドリルダウン
して目的の組織・人を探す

組織図からを探す（公式） ブログやプロフィール投稿履歴から探す（非公式）

過去の投稿履歴、ブログ、
プロフィールから目的の人
を探す

メール 電話
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売上向上

組織間のコミュニケーションが円滑に回って
おらず、手戻りやトラブルが起きている
組織の個別最適に陥り、組織の壁を越えた課
題解決が難しい。

コミュニケーションの課題

同じような失敗を繰り返している。成功を横
展開できていない。
各自が持っている経験・ノウハウを効果的に
相互活用できていない

知識の再利用の課題

社内の誰が担当しているのか、経験・ノウハ
ウを持っている人がどこにいるのかわからな
い。課題解決に最適な人を探すのに多大な時
間がかかっている
組織の壁を超えた、人材交流組織が不足して
いる。組織の壁が高く、風通しが悪い。

人と人とのネットワークの課題

Know-Who
（SNS）

第三の組織
コミュニティ・オブ
プラクティス

（ブログ・Wiki）

第二の組織
プロジェクト・タスクフォース

（ブログ・Wiki）

業務のQCD
（品質・コスト・スピード

の改善）

Goal：ビジネス目標 Issue：課題 Solution：解決策

集合知はコミュニケーションや知識活用・ネットワーキングの課題を解決し、売上向上や
QCD向上へとつながる

集合知が解決する経営課題
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IV. 具体的ソリューション②：マッシュアップ
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マッシュアップとは

情報系

業務系

社内 社外

SOA
EAI EDI

マッシュアップ

マッシュアップはこれまでのSOAなどの議論と異なり、情報系における社内・社外のシス
テムの連携が対象となる

システム間連携に関する議論
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メール Notes ナレッジ コミュニティ
ファイル
サーバ

グループウェア導入から10年たち、人・情報・ナレッジの統合管理＝コンテンツマネジメ
ントのニーズが高まっている

取引先 グループ

グループ連結経営・
社外コラボレーション

の増加

ASP
SaaS Web2.0

Web2.0・SaaSに
よる新システム利用

の増加

マネジメント
コンプライアンス強化
による情報の

統合的管理の必要性

ユーザー
情報洪水による
統合的な情報活用
へのニーズ

グループウェア導入
から10年たち

つぎはぎ・乱立となった
社内システム

FireWall FireWall

ギャップ

マッシュアップとは
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メール Notes ナレッジ コミュニティ
ASP
SaaS Web2.0

ファイル
サーバ

これまでのエンタープライズベンダーのコンテンツマネジメントソリューションは、
単一プラットフォームであるスイートへの移行を強制するものであり、移行コストや
社外連携の面でユーザー企業のニーズを満たしていない

取引先 グループ

FireWall FireWall

ユーザーマネジメント

既存資産を
全て捨て去り
活用できず

社外にも
同一プラット
フォームを強制

膨大な
移行コスト
移行リスク

同社サービス
しか利用できず

マッシュアップとは
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メール Notes ナレッジ コミュニティ
ASP
SaaS Web2.0

ファイル
サーバ

近年世に提供されているサーチやポータルはあくまでコンテンツの表示をつなぐだけで
あり、本質的な問題解決にはなっていない

取引先 グループ

FireWall FireWall

ユーザーマネジメント

マッシュアップとは

コンテンツ実体は
管理・統合できない

表面的な
情報アクセス
に限定

コンプライアンス
ニーズは
満たさない

ポータル サーチ
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メール Notes ナレッジ コミュニティ
ASP
SaaS Web2.0

ファイル
サーバ

アクティビティログ、メタデータ、アイデンティティの3つを統合的に管理することで、社内外のばら
ばらのシステムをつなぎ、あたかも１つかのように情報を管理するのがあるべき姿である

取引先 グループ

FireWall FireWall

ユーザーマネジメント

マッシュアップの実現イメージ

コンテンツ統合ミドルウェア：Aurora Platform
アクティビティログDB メタデータDBアイデンティティDB

マッシュアップポータル 検索

アプリケーション
レイヤ

コアデータ
レイヤ

表示
レイヤ

Webサービス・
社内システム連携

既存資産の
有効活用・再活性化

情報の統合管理に
よるコンプライアンス

強化

情報の統合活用に
よる生産性向上

コンテンツ統合ミドルウェア
Aurora Platform

アクティビティログ（活動履歴）、メタデー
タ（属性情報）、アイデンティティ（人にま
つわる情報）の３つを統合管理

社内外の様々なシステム間をつなぎ、
あたかも１つのシステムかのように扱い、
コンテンツを最適に管理
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『利用者視点』で役割・業務毎にNotesデータベースをグループ化し、
個別ユーザーにとって必要な情報を職種別ポータルとして表示します

全社
情報

技術

営業

Web文書管理機能

営業ポータル

技術ポータル

全社ポータル

技術向けDB

営業向けDB

全社向けDB

既存の情報を既存の情報を
利用者視点で利用者視点で
整理・棚卸整理・棚卸

ワークスペースだと
どれが何のデータ
ベースなのかわから
ない！！

自分に必要な情報
がまとまっているの
で、使いやすい! !

役割別に役割別に
パーソナライズしてパーソナライズして
情報提供情報提供

検索により必要なコン
テンツを一発検索！

１．１．DBDBグルーピングによる職種別ポータルグルーピングによる職種別ポータル

具体例：REALCOM HAKONE for Notes
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整理されたデータは、業務軸や商品軸等の複数の分類軸からの絞込みや、情報の有用
度（閲覧数、評価ポイント）での並べ替え、絞り込んだ情報からの検索が可能です

情報カテゴリによる情報
の絞込みが可能

情報や投稿者を
ランキング表示

情報の分類や業務プロ
セスによる絞込みも可能

複数軸から絞り込んだ後、
キーワード検索も可能

情報閲覧数や評価ポイン
トによる情報の並べ替え
（ソート）が可能

Notes連携オプション(HAKONE)
を利用すれば、既存のNotesコン
テンツもそのまま活用可能に。

WEBコンテンツはそのままブ
ラウザで閲覧

具体例：REALCOM HAKONE for Notes
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システム構築の
スピード・コスト改善

新システム導入時にスピーディかつ低コスト
で新システムと連携したい
SaaSやウェブサービス等の社外サービスを利
用し、社内システムと効果的に連携したい
グループ会社や取引先とシステムの連携を行
いたい

相互運用性の課題

めまぐるしく変わる経営環境に会わせて、ス
ピーディかつ低コストで新しいシステムを提
供したい

柔軟性の課題

ファイルサーバーやLotus Notes等、既に旧シ
ステムを効果的に活用したい

既存システムの有効利用の課題

メタデータ

アクティビティ
ログ

リッチクライアント

マッシュアップ
ポータル

SaaS

変化適応力の向上

マッシュアップが解決する変化への適応力の課題

Goal：ビジネス目標 Issue：課題 Solution：解決策

エンタープライズ
サーチ

3層アーキテクチャ

マッシュアップはシステムの相互運用性や柔軟性の課題を解決し、システム全体の変化適応力の
向上やシステム構築のスピード・コスト改善を行う
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エンタープライズ2.0による具体的ソリューションとして「集合知」と「マッシュアップ」の２
つの着眼点が考えられる

エンタープライズ2.0：2つの着眼点

RSS

サーチ

マッシュアップ
ポータル

Wiki

Blog

SNS

メタデータ

アクティビティ
ログ

①集合知 ②マッシュアップ

エンタープライズ2.0
の具体的
ソリューション
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ご清聴ありがとうございました

REALCOMホームページ
www.realcom.co.jp
最新情報を掲載しています

お問い合わせ
リアルコム株式会社
事業開発グループ
info@realcom.co.jp
電話：03-5835-3180


